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はじめに
‐

昭和63年度の溺冬号をお届けします｡63年度は市内各地の調査で､数々 の成果を
得ることができ､中でも瀧寺遺跡の箭潔芳鍾はマスコミにも掲載され、全国戯
に注目を集めました。調査に参加して戴いた方々 や関係機関にお礼申し上げると共
に、 4月以降もよろしく鮒旨導賜りたく存じます。

●

さて、今号は1～3月の発掘調査の動向、当センターの話題の他に、昭和63年4

月から平成ﾗ詳3月までの1年間の発撮調査I戊果をまとめ、振り返ってみることに
します

発掘調査の成果

前号の乙貞で報告してから､新たに苦難遺跡､鶴遣跡､鵬遺跡で調査を蛤
めました｡(調査位置は3ぺー ジに図示しています｡)前年より継続している二mrl
遺跡とこの3遣跡の調査概要を紹介します。

22伊勢遺跡の語匿

13日より2月8日までの期間伊勢遣跡の発掘調査を実施した。場所は鰐
、。

町字大苗代で、昨年末個人住宅建設に伴い実施した調査地(21)の南側の隣接地にあ

たる｡昨年末の調査成果は､古墳時代初頭の芳瀧蓑糞2基奈良時代の溝2条、
ピ･ソトで、検出した2基の方形周溝墓のうち1基と奈良時代の溝力吟回の調査地に

広がっていた。今回の調査地からはこの方形周溝墓､溝の続きの他に溝1条力噺た

にみつかった。この溝も奈良時代に掘られたもののようである。しかし周溝墓や溝
｡

凸
１

を検出したのは調査地の北辺で、それより南側は、砂層の堆積力約2m下までつづ

き 急激に低地化していた。今は平坦な地形である爪1700年ほど前は河道力琉れ

ていたのだろう。

当地より約100m南方の住宅地でも昭和57年に発掘調査が行われていて、ここ力

らも弥生時代後期の建芙産勤化に、古墳時代前期の方形周溝墓が検出されていそ
が､今回検出の方形周溝墓がそこまで広がってひとつの翰を形成するのではなく
●.■

この旧河道によって分離されているようだ。検出した2基の周溝5墓からは目璽糎

の特徴をもつ端圭塞が出土した｡一方､57年調査の周溝墓からは識琶の強いゴ
器が出土している‘



26川田遺跡の調査

チッソポリフ.ロ株式会社内で、工場増設に伴って1月末より調査を実施した。調

査地の隣接地も昭和61年-62年にかけて、同じく工場の増設に先立って行われてお

り、古墳断後期の前方後円墳、鎌倉時代の掘立柱建物、合村跡を検出するなど大

きな成果をあげている。

本年度調査対象地約3000rrlを分割し、 3つの調査トレンチを設定した。東側トレ

ンチでは、約1mの造成土とさらに50cmの耕作土の下から、東西方向を向く福30cm

""70cmの溝を検出した。出土した土器から鎌倉時代の溝であると考えられる。西側

jトレンチでも地表より約 i訓練さまで掘り下げて白錐鰯鴻搬出した。

建物の数、搬はいまのところ分からないれ鋤膨てから批する巣笹忌生

協から平安矧℃後期の住居であろう。現在は東西のトレンチに挟まれた中央のト

レンチを調査中である。平安時代の建物、鎌倉時代の溝の性格について、もっと知

ることが出来る成果か期待できる。

25二町鏡遺跡の調査

物部小学校建設用地での調査は昨年12月から実施している。縄文時代後期から江

戸時代までの遺物が発見されている低勃往噺℃中期の方形周溝墓2基以上、古墳

時代前期~後期の掠奈良断ミの誌ピット、平安噺抹の集怠百戸~明治時代

の井戸跡が幾つかみつかっている。弥生断t中期の方形周溝墓は供献土器がみられ、
連結した状態であることが分かっている。平安斬む聞の集落はムラの西南端の一

部会事E握でき、提立柱建物2棟、井戸がセットで検出されており、そのうちl擦は

縫と考えられ、 4間x5間OJ:の規模を持ち、内部にカマド、縫と考えられる
S笛交をもっているようだ。
. 

11吉身西遺跡の調査

今回の調査地ば、市立図書館と道路を隔てた西側の水団地で、マンション建設に

先ち~.~. 1月から調査を実施している。-現在までl羽注断後期の竪穴也君・と土壌、

自然IJ1t晶、それに古墳時代平安噺ミの溝を検出している。

首往断ミの竪穴住居は2棟検出したカ守、うちl擦は一辺約6血の正方形をし七l，'

る。床面には屋根を支える柱を埋めた起訴4穴と局辺には排水用の小さな溝宿;

議)端られている。また、住居の中央には炉、東辺には物を蓄えて苧くため竺 i
穴得議宍)があった。‘住居内からは、当時使われていた大量の土器〈筆、護、弘 i

管あが出土した。おそらくv この儲からよそゆるときにわらなくなった土器

を住居に捨てたのだろう。守山の窃注入達の生活を知るうえで、貴重な資料である。

2一一一一
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※2．4･6．10．20．21．23は国庫補月ﾅ箪識象調査

鼻
一一一幸一一一一

位置図番号･遺跡名 調査所在地 調査年月日 調査原区

1横枕遺跡第11lIr 守山町字皆封 S63-6～1 店舗建設
’
４

〃 瓢 I
勺 守山町字皆鉢 S63-6～1 個人住宅建設

ぱ
・
足

〃 第撫 守山町字南百ヶ町 S63-i マンション建設

4 "
■

篇蝿 守山町字￥陰ヂヶ町 S63-15 個人住宅建設

5金森］司遣跡篇1地 守山町字セツ枝 S63-4～（ 資材置き場建設

6 〃 蔦2瞳 守山町字七反ヶ町
｡

S63-6～1 個人住宅建設

7 ．‘〃 篇噸 〃 〃｡ 〃

8下長遺跡 大門町字ヒサケ S63-5 倉庫建詔

9吉身西遺跡爵1瞳 守山町字下目田 S63-5～〔 図書館増設

10〃f男蝿 守山町字南高田 S63.9 個人住宅建設

11”． 第蝿 守山町字仁王ヶ町 H1-1～3 マンション闇

12経旺罰跡 今宿町字高田他 S63-6～8 宅脳哉財

13益須寺i跡第1腿 吉要 梱字島日 S63.（ 倉庫建設

14．〃 第2雌 吉身町字アゴ子 S63．8～12 マンション建詔

15〃 う男蝿 吉身町字泉海道 S63-11 店舗建設

16荒：牧遺跡 立入町字蕉枚他 S63．8～12 砂 1採取

17杉江東遺跡 欲賀町地先 S63-9～12 守山川改修工津

18大宮遺跡 〃 ノ 〃

19吉身廓宣跡 浮気町字中ノ町 S63-9～10 マンション建謬

撒態 S63-12 個人住宅建設

21"』顎騨 伊勢町字大龍詣 S63- 〃

2： 〃 蔦蝿 〃。 H1-!～2 宅地造成

23塚之越 弱 b 古高町字南塚越 S63-11～12 個人住宅建設

24横江遣罰 横江町字柿カシ他 S63-11～12 雨水幹線工事

25二町鏡遺跡 二町町字鏡他・ S63-12～H1-3 小学校建設

H1．1～ 工場建設
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全ご父と島

横枕遺跡(1～4)

・守山町に所在する横枕遺跡では、第1地点(1)～第4地点(4)で調査を実施し、
いずれも弥生時代中期末の集落跡がみつかった。第1、2地点では円形1棟、方形
a棟の竪穴住居を､また第3地点では、円形3棟､方形1棟の竪穴住居と方形周溝
墓1基､大瀧圭察を検出した｡この大溝は環豪と呼ばれるムラを巡る濠であろう

、．4．基ごう

第4地点は、円形1棟、方形4棟の竪穴住居、土壌がみつかった昭和62年度実施
調査地の瞬地で、今回は土壌、溝がみつかった。

これまでの発掘調査から、竪穴住居には円形と方形が混在し、ちょうど円形住居
から方形住居へ移行する時期にあたり、石器が出土していないことから鉄器が普及
していることがうかがわれる。

横枕遺跡の分布範囲はすでに宅地化されている為、小規模な調査が多く、遺跡の
全体像を把握できるまで時間洲､かるが､今年度の調査で､径400mを越える環濠
集落であることがわかった。パ

J茎萎畿跡(5~7）wJF口
金森東遺跡でも、3件儲1地点(5)、第2地点（6）、第3地点（7）〕の調査

を実施した｡第1地点からは弥生時代中期寺後期の方形周溝墓6基と平安時代の溝
などがみつかった｡語間嫡側の山柿団地でも昭和58~59年度に鋸が行わ払弥
生時代中期～後期の方形周溝墓､古墳時代後期の古墳もあわせて3湛がみつかって

おり、弥生時代の中期から後期の時期、この一帯は広大な墓域になっていたようだb

第2．3地点は、守山高校南側の宅地の一画で、弥生時代後期～古墳時代中期の

おり、弥生時代の中期から後期の’

第2．3地点は、守山高校南側’

竪穴住居5棟を検出した。周りの

宅地でも昭和59年度に調査が行わ

れ、弥生時代後期～古墳時代後期

の竪穴住居4噸、掘立柱建物1瀬

を検出しており、長期間にわたっ

た集落であることがわかった。

弥生時代の住居は全容を見るこ

とができなかったが、平面形状と

主柱穴の位置が円形住居と異り、

伊勢遺跡、吉身西遺跡などで7棟

確認されている五角形住居と考え

られる。五角形住居は集落内の有

力者が住んだ家であろうか。 鰐2．3地点五角形住居輔図］



【．と昏誰

下長遺跡（8）

下長遺跡の調査では､古墳時代前期~中期の土壌群を検出した｡大小十姿嵯の圭
一一A,吟つ(r通ぢたがつき

境からほ喪、壷謡鉢高杯が出土した。下長遺跡は、昭和58年に当地より北東方約

300mの地点で調査していて、古墳時代の掘立柱建物､藤土壌を検出したb溝や

土壌から士器のほかに､ミ皇鑑2点塁藻継朱難が出王しているため､桑
詑がとりおこなわれた場所ではないかと考えられている。
当這跡では近く葵蔦掘調査が実疏iされるため、やがて過弥の尭塞は解明されるであ
ろう。
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↑

吉身西遺跡（9～11）

県立成人病センターを中心にした一帯には吉身西遺跡が所在する。この遺跡の東

半では弥生時代中期の方形周溝墓群承そして西半では弥生時代から古墳時代にか

けての集葱墓域力職出されている。

西半に位置する第1地点（9）では、弥生時代後期と考えられる竪穴住居2旗

古墳時代後期の掘立柱建駆古墳跳溝などがみつかった。暇ﾛ59年度に目副n改

修工事に先立って隣接地力調査されているが、この広がりが確認されている。第i

地点のすぐ西側の第3地点〈11）か参堂溝、竪穴住居、旧河道を磯篭し蓋遣謹に伴
い、弥生土器や古墳時代前期の土師器が多く瀧十島ている毒第1地点に比べ、やや

還読密度力抵くなっているが、弥生噺G後期の集落の一部をなしている。

東半の第2地点（10)雫は、弥生蒔代中期の方形周溝墓2基を検出した。当地一

帯の区画整理事業に先立って実施した調査によって27基の方形周溝墓力職出されて

いて、この2基も部分的に検出している6周溝墓溝内からは弥生時代中期後葉の供|患二驚雫的に検出し画
一も食一ﾛ迫白一一一一一一一■■単一一一~四'－－－~､9－=

憲一一一~ー…~~~一一



r－墓悪豆二一一－
｜宅地造成工事に先立つ調査を6～8月に実施し、縄文時代の土壌、弥生時代後期
の竪穴住居2棟謹旗古墳時代後期の方墳3基、大小の藤そしてそれ以降の掘立
性建物3棟を検出した｡出土遺物は縄文土器､弥生土器土師器､須恵器など土器
のほかに､縄文時代の若尭灘や弥生時代後期の綴､古墳時代後期のガﾗｽ小
玉篭が出土した。

今回の調査地北側の宅地も暇Ⅲ年度に調査を実施していて､今回検出した弥生
時代～古墳時代の遺構については予想していた爪縄文時代にさかのぼる遺構蕊遺
物の発見は、新たな調査成果である。
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やすで号一

．益須寺遺跡（13～15）

栗東･大津線跨線橋近辺で幕2件

〔第1地点(13)、第2地点(14)、第

3地点(15)〕の調査を実施した。こ

の一帯は頻繁に開発されるため、毎

年数次の発掘調査が行われている。

第i地点では古墳時代後期の竪穴

患蕊:

＝旦畢..‘ざ

誇童弱;鐘鐸謬

|劉吾蝋と奈良時代の溝3条がみつかった。

|患駕ご駕窒繍駕皐競藤臨亭撫
9m,師語脹10,3mの繍莫である｡周溝内でみつかった雲や言杯から､この古墳
の年代は3世紀後半頃と推定でき、弥生時代から古墳時代への墓制の変遷を知るう



えで重要な資料である。古墳の他にも、6世紀代（古墳時代後期）の竪穴住居7棟、

土壌2基､溝3条－7世紀後半～8幽己（奈良時代）の掘立柱建物4棟、竪穴住居

1棟､土壌、溝もみつかっている。第1地点の調査成果とも考え合わせると、この

－;帯にも古墳時代の集落力営まれていたことがわかつた。≦

出土遺物は土師器､捻塞や溌錐蕊怠そして｢箱舗詠｣5枚､瓦などが
みつかっている。瓦は遺跡の名称にもなっている「益須寺」に使われたものであろ

うか｡;、

陳2地点検出遺構平面図】
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すぎえvall. おお品令

杉江東・大宮遺跡 (17、18)

守山川改修工事に係る関連遺跡の謁査は、過却百和61、62年に杉江東室跡の調査

を戴包していて、今回が3年次自にあたる。 63年度は61年度杉江東遺跡調査地の東

側(五割く部分の東半分)と欲賀町地先の大宮遺跡の2カ所を調査した。杉江東遺跡

では6，1年度調査で検出した旧河道の続きがみっかり、そこから土師怠鯨患巣

皆勤電批した。現在も山賀川崎醐はぐように、古くから河道がこの臓

を流れていたのだろう。一方、大宮i鼓吹では、堆積作用が大きかったようで、耕作

土下約1m粘質土があらわれ、以下に砂濯、砂事臆が深く堆積していた。砂層・砂

糖からは土師器、徳患黒色土器選挙土器弘首筋、鳩が多数位した。大

宮遺跡は、今回が初めての調査であり、その実態についてはあまり知られていない

が、今後も改修工事に伴う調査が実施されるため、次第に明らかにされることであ

ろう。

吉身南遺跡 (19) 

マンション建設に先立ち、守山駅東口近くの駐車場を調査した。当制ヒ側のつが

やま荘の建設に際して行った調査では、古墳時代後期の竪穴住居16棟がみつかって

いる。駅東口周辺か昭和40年代になって再B瞭されたことにもよるが三調査例は多

く、つがやま在より駅側の調査で‘は4例外なく古墳時代後期の竪穴住居や集落に関

連する遺構を検出している。守山釈をこえた吉射包郵赤とあわせた大集落の存在が

5とめられた。
検出した遺構はピット3穴と土壌2基で、出土遺物から古墳時tt後期¢遺構であ
ることがわかる。調査地は、再開発前に操業していた煉瓦工場が行った結土採取の

ため、大半カせ結Lされ、既に地山が失われていた部分も多かうた。

伊勢遺跡 (20、21、22)

伊勢町集落ゴび誌の水田地3箇所〔第i地点(20)、第2地長(21)、第3地名(22))

を発掘謁査した。いずれも JR琵琶湖線の東南沿いにあたる。第i地点では、鎌倉

伶代の溝、土壌を検出した。西方約20mの距離にある住宅の建築前の認査で同時緊

の建立詮建物2棟、井戸i基がみつかっているため、その志がりであると考えられ.
z 

i 第2、第3地煮は1区画の水田地で、ここからは万形周溝墓2急援立柱建物1I 
j様、溝3条、ピットを検出した。 2基の方形周溝墓からはお密主右の特徴をもっ土!

器組一古問問符…臓と重なっ吋は;

奈良噺むこ揺られたのであろう。これらの遺構は、3::に 2地点の方でみっかり、
第3地奈は南側に向かつて急激に節句イヒし、調査地報提では、 i量権検出面との比三ぎ



この結果、大きな低涯k地あるいは河道があることがわかり、差は約2mにもなる。この

ムラは伊勢町集落側に営

まれ､低湿地またほ河道
■動凸■.←

を挟んで、その対岸に墓

(方形周溺が築かれた

と推定できる。出土j善吻

から、第1地点でみつかっ

た鎌倉[寺代の集落力営ま

れていた頃には、この旧

河;道はすでになくなてい

たようだ。

つかのこし

隙2地点・方形周溝墓出士士器藍
塚之越遺跡（23）

古高工業団地の東側には塚之越遺跡が所在する。過去に1度発掘調査され、鎌倉

時代の集落跡として周知されてきたが、今回は前回調査地の南側にあたる工業団地

の道路向かいの水田を調査し、掘立柱建物2穂方形周溝墓5基も溝を検出した。

建物は鎌倉時代中期と考えられ、1棟が7間×2間以上、もう1棟が3間×1間以

上の規模で、調査地の外側に広がる。2棟の建物はほぼ同じ方向を向き、併存した

可#雛にもある。前回調査でも今回の建物と同じように、大規模な建物がみつかって

SX-5 【検出遣祷平面感

塗認震蕊識垂芝

－－ザー争一やP －p■･一一■

一－一一F幻一一・一■一一一一 一一一一一一－～ザー

霞r一癖一一一．
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いるため、農民の住居か、あるいは寺院であろうか。

方形周溝墓は5基のうち4基力凋溝を共有し、連接する。出土遺物から弥生時代後

期に造られたと考えられる。東西方向に伸びる溝は奈良時代に掘られたようで、溝
底より土師器､須恵器が出土する。

いままで考えられていた鎌倉時代の集落のほかに、奈良時代､弥生時代の生活跡
も存在する複合遺跡である。

横江遺跡（24）

昭和58～62年にわたり実施された横江遺跡発掘調査(滋賀県教育委員会実施）で
は弥生時代から中世に及ぶ数々 の成果を挙げた。とりわけ中世村落は明瞭な状態で、

しかも面的な広がりを兼ね持ったもので、極めて貴重な資料である。

今回調査したのはその調査地の東側に広がる水田地で、幅約5m、長さ約300m

の範囲である。前回調査に関連する遺構はみつからなかった斌調査地西辺、つま

り前回調査地の東隣から弥生土器､土師器、須恵器を包含する大規模な旧河道がみ

つかった。旧河道以東は粘土や砂がﾌ破定な状態で堆積していた。

前回調査地より東側一急帯は、当時の野洲!!主流であった閲IIの支流と低湿地帯が広

がっていたのではないだろうか。

i
I

二町鏡遺跡（25）

二町町の西側、約25000㎡の範囲の試掘で発見されたこの遺跡は、縄文時代以降

鯵集落跡として認識され、中心は弥生時代中期､平安時代末期である｡弥生時代の

遺構は方形周溝墓の集合した墓地であり、その数や造築の仕方に中期の特徴をもち、

3～5基が連結して'1群をつくる形であった。平安時代は集落の一部であり、母屋

と畠握、井戸がセットでみつかり、しかもその周辺には畑地が広がるという当時の

農村の明らかにした上で貴重な発見であった。なお、江戸時代以降と考えられる井

戸が2基以上もあり、それら力凋辺に家をもたないことから、田畑に潅綴する用水
’
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鯵ための井戸であったと考えられ､田用水の確保が困難な時期に井戸水を汲み上ザ

たものと思われる。

子川圧瞳謬亦(26〉

一昨年に県内最ﾉi級の前方後方墳が発見されたり、エ酸時代末へ鎌倉

近置の区廼購など長期にわたる適蓋が検出されているが、本z牢も平安時

時代の建柵がみつかっている。調査地点の差から平雛代の建物は60m以上離れ

ておりミ当時のムラの中は、数十m離れて家力建つという比較的広い屋敷:をもつ家

が散?在していたと思われる。また、それらを囲うような溝も大きくなく、屋敷の意
6－－－－－

－－－~詞宇



! 議会活いと言えよう。 なお、 こωの上踊逼態iにはこt.'はま大旭正時断f代ミ切のゆ砂だ伐まりあ初り、耕糊地整鯉理の繍痕
; 跡挑を初fの沢叫Dにこ斗し…近酌代伽の土瑚獅糊朗駒の変遷ω こ辻と邸仇が肘で釘

i まとめ
63年度は数多くの新しい成果を得ることができた。そ

れらを1つずつ説明する紙面がないので、要約して、ま

とめにしておきたい。

j まず、縄嫡代の造物を批する遺跡地え、新たに
二町紘荒枚、径回の3遺跡を加えることになった。そ

のなかでも径回遺跡では内陸部では見ることのなかった

中期の経較を飾った鱗ゃ石斧、雄、若輩など集落

的要素が強く、確実にムラをとらえることができる。荒

街蔀亦でも遺物が土壌状の落ち込みから出土していて、

何らかの住居区の存在を予想できる。弥生断tでは横枕

遺跡で、二J畦遺跡と関連して 400mを越える範囲を因

縁する環濠を検出したことに注目したい。また、その中

で検出された住居も方形や円形が混在することも特徴で

あり、 fi包鼓事と比較できる内容である。墓域の検出され
た金森東、塚之越、吉身西遺跡では、その種類はやはり

方形周溝墓であり、二町鏡遺跡でもその検出があった。

吉身西、二町鏡、金森東遺跡は弥生断ミ中期に属してお

り、連結状態の小群をっくり、全体としてはその小群を

2~3あるいは5 、 6をもって成立したものと考えるこ

とができ、居住空聞から数百m離れた土地に築かれたも

のである。なお、横枝定跡で検出された例からー集落一

群の墓震ではなく、一集落カ竣つかの墓壌をもつものと

考えたほうが妥当性をもつものと思われ、吉身西、金森

東遺跡はー集落の墓域となる可能性がある。後期の方形

周溝墓は市内で初例であり、やはり数基カ漣結し、数群 晶

をなしているものと恩われる。また、周溝墓聞に格差が t 

〆
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'
4
4
・

噌
E
A

大きくなっている可能性が高い。今後の調査例の増加を v 凡 例
'SX~1~6 方形周溝墓

待って明らかにしてゆきたい。古墳剛党の調査例は金森 5K-l・2 埋葬鐘設
5D-l・20 譲

東都京で住居、経回、吉身西遺跡で住居と墓場忌益須寺 sB-lf建一物
遺跡で住居と暮伊勢で墓が調査された。金森東遺跡で己主奈東遺跡遺構平面図】

12 



は弥生時代後期の五角形住居とならんで、庄内~布留期の方形住居斌翰注時代後

期から引き続く2～3の単位集団が古墳時代後期までつづく珍しい集落である。下

長遺跡では集落の中心から離れた位置で士墳を検出している斌祭紀力墓かを決定

する必要があり、近隣に古墳力営まれていることから性格の判断が急務である。図
|書館敷地（吉身西遣加では6世紀後半以降の掘立柱建物と円墳の残骸2基力明ら
かになり､屋議鋤周辺にプﾚ諜翰存在したことが明らかになった他建物に
ついても大規模なものが多く、掘立柱建物の性格の究明力特たれる。経田遣跡の3

基の方墳も醗麓と考えられ､プレ群集墳が各地に形成されていたことを推定さ
せる。益須寺遺跡の前方後方型周溝墓(本文では前方鮎墳）は周溝の掘り方が古

墳よりも周溝墓に近く、形、出土土器を含めて、近江最古と認識すべきと考えられ

る。伊勢の方形周溝墓も以前に検出されていた周溝墓の対岸(低湿地あるいは旧河
ら

鐘
SD－2

一
Ｆ且
Ｏ
Ｓ

鱗駕篭麓，
s豆-ｴ．2里穴住居．：
SD－1～7扉

一
一
一
一
一
一
。
□
｜
画
一
ロ
二
一
一
画
■
”
ユ

ヂ
●
●
●
●

ソ
訴
刃
』

睡
一
壷
・
庵
少
Ｐ三一園三一園

0｡0｡S唾4S唾4B一ユー4璽宜栓建物 SB－2
｡
SB－2

｡

SD－5
の
一
》

一

〆
アーニ色アーニ色SD二】

●

O
●

●

O
●

（
”
）
ロ
一

i ●
●
●
●
。
↑

。
＆
も
、
今
Ｂ
Ｏ
Ｅ
●
ｌ
ｐ
Ｅ
■
９
９
０
８
■
■
Ｉ

…

【経田遺跡検出遺跡平面図要

道冬挟んで）にあじ、供献と考えられる土器が池窒堆方の影響を強く受けているこ

とから､･その被葬者が在地の人々 から区別されて葬られたと考えるべきであろう。

また、益須寺遺跡の住居は6～7世紀に至るもので、益須寺造立以前の集団を知る

ことができたうえで、貴重であり、出土した瓦から近くに建てられた寺院関連の建

物を究明する課題を提供したと言えよう。

中世では二町鏡、川田、塚之越遺跡があげられる。二町鏡、川田遣跡とも発見さ

－－－－－言奮一一一一一一一一
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れた建物が相互に数十mの距離を置いていることから、14世紀代の横江遺跡の区画

集落に先行する、やや古いムラには未だ屋敷の区画が意識されなかったことを予想

させると共に､長塚遺跡などとともに散村集落の可能性が高い。塚之越遺跡は何と

言っても輸入陶磁器の多いことが注目され、また大規模な建物にも興味がもたれ、
交通の主要ル言トの中にある遺跡として認識し、性格についても寺院や中核的集落
の可能性を考えておくべきであろう。

以上、課題を持ち越すものもおおいが､より古い遺跡の発見とその増加、地上か

ら消え去った古墳群の発見と最古の前方後方墳など、近江における守山も急速に重

要な位置を占めるようになり、弥生時代の大環濠集落の成立も、それ以降に展開す
る野洲II左岸の重要性を示唆しているわけで､今後も、この重要性を更に認める調
査力増えるものと思われる。

iNllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll刊行図書のお知らせIllllllllllllllllllllllllllilllllillllll!!
毎年､多くの埋蔵文化財発掘調査を実施し､守山の歴史が次第に明らかになって
きてます。この守山の歴史を学ぶための、また文化財を理解するための参考になる

よう、個々 の発掘調査の成果を調査報告書にまとめ、干脂しています｡近く刊行す

る報告書を含め､下記の調査報告書があります。詳しくは当センターにお問い合わ
せ下さい。

▲

川 田の歴史」既刊
古墳時代後期の古墳群（前方後円墳、円墳）謡木棺墓、平安時代～鎌倉時代の集
落跡、まぼろしの村｢合村｣跡の調査概要。
「昭和6ル62年度市内遺跡群発掘調査報告書」既刊
市内各所の遺跡調査報告書b杉江遺跡、大門遺跡の中世集落や下之郷遺跡の弥生
時代の環濠集落の調査{也

I古身2酌亘動託躍調倉報舌管」既刊

県立成人病センター東側の弥生時代中期～平安時代の集落跡の調査。弥生時代中
期の方形周溝墓27基古墳時代前期の竪穴住居、掘立柱建物、井戸などを検出。
にﾉ畦遺跡発掘調査報告書jJ近刊
守山市<j野洲町にまたがる弥生時代中期の環濠集落の調査。環濠1条と竪穴住居
9棟を検出○

蓋 ロ

古墳時代初頭の竪穴住居1棟、
出。

近刊，

奈良時代～平安時代の掘立柱建物群､井戸跡を検

：南中学校西側の古墳時ft~鎌倉時代の集落跡の調査6
1里溝、掘立柱建物を検出･

，・・近刊
6慨己の玉つくり遣鋤も条

1演砥重勤詫掘調査報吉書」近刊

弥生時代中期末の環濠集落の調査｡環濠1条、方形周溝墓、竪穴住居を検出。

尋
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，スライド会を開催i1

去る2月25日仕)にセンター友の会の2月の活動として、スライド会を開催しま

した。テーマは「昭和63年度発掘調査の成果報剖で、昨年4月から今年2月現在
．，．‘‐i‐日．。．

まrでの期間､実施した調査の成果をスライドを使い学習しました。

写し出されたスライドには、調査員の説明を付け加えられ、約2時間の間に12ヶ

:所の調査が､約70枚のスライドを使って報告されました。現地説明会とちがい､室

内に居ながら幾つかの「発見」を知ることができ､満足そうに見入っていました。

友の会会員募雲のお知らせ
会は、歴史、特に埋蔵文化埋蔵文化財セ陰ﾝター友の会は、歴史、特に埋蔵文化財に興味をもつ人々 の集まり

；です。現在22名の会員は、年間6回程度の県内外へ見学や講演会によって、興味を

深めています。友の会では、平成元年度の会員を下記の要項で募集します。原始、

古代に興味をもたれている方の入会をお待ちしています。

記

l入会資格中学生以上の市内在住者または在勤者

2会費年間1000円（通信費､ただし県内外への見学にかかる

経費は実費負担）

3申し込み先守山市立埋蔵文ｲ鮒センター（窪0775854397）

ミーーーーー埋蔵文化財センター春季特別展開催のお知らせ

センターでは、春季特呂帳を下記のとおり開催いたします。坐センターでは、春李特別展を下記のとおり開催いたします。今回は、本紙でもお

伝えしているように､暇ﾛ63年度に実施した発掘調査によって、また新たに多くの

歴史的事実が分かりました。最新の調査成果をまとめあげ、展示いたします。是非、
．』‘．

ご覧下さいざ

,記

｢昭和63年度1開催テーマ

2開贈明間2開臆酎閤‘平成元年5月17日（水）～22日（月）

※開館時間9：00～16：00、開催期間中は休館いたしません。
I川iiiiiiiiiiii川ll!lllllll!!l!lllill!!lllll!lllil!!!llllll!i;i!IM!lil!ll川iimuiiimuiimiiiiiⅡⅡⅡimiiititiiimuiiⅢ川I川川iiUIIIUi'milUllii!:.

【後記】佐賀県・吉野ヶ里遺跡で実施されている弥生時代の環濠集落の調査が

今、注目されています。環濠集落とは、まわりに濠を巡らせた集落で、弥生時代の

中期に盛行します。濠は集落の回りを延々 と堀込まれて(;て、莫大な労力がつぎ込

まれたことが想像できま：濠は、「倭国大乱」と結びつけ、外敵から集落を守るた

めの施設という説が有力です。この環濠集落は、市内では服部龍ニノ畦下之郷遺

跡でみつかっています。いつか吉野ケ里遺跡のような大発見があるかもしれません。

16


